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肥前（佐賀県）有田は日本の色絵磁器発祥の地。十三代今泉今右衛
門の窯は、有田の赤絵町にある。有田町は一本の細長い街道沿いに
あり、両側にはたくさんの陶磁器店（窯元）が並んでいる。17世紀
のはじめから現代に至る四百年近い歳月、有田は焼きものの町とし
て、長い歴史と伝統の中に生きてきた。十三代の色絵磁器の仕事も、
その有田の歴史と伝統の中に生まれてきた。
　映画は、色絵磁器 ｢色鍋島｣ の窯元に生まれ、いずれは家業を継
ぐ運命を背負った十三代の、自分らしい色絵磁器を目指す創作の努
力を描いている。父の十二代も、祖父の十一代も、曾祖父の十代も、
時代の厳しい変化の中で、それぞれに伝統の革新を企ててきた。
　十三代も色鍋島の伝統技術の継承と、作家としての創作との狭間
で大いに悩む。その作陶は、伝統の否定ではなく、伝統の中に新し
さを発見していく軌跡でもある。生い立ち、青春とともに、自らが
開発した ｢吹墨（ふきずみ）｣、「薄墨（うすずみ）｣、「吹重（ふきが
さね）｣ という新しい色絵磁器の創作過程も具体的に描いた。
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「見る人たちの、心が洗われるような作品をつくりたい。」
映画は、「色絵磁器（いろえじき）」の重要無形文化財保持者（人間
国宝）である十三代今泉今右衛門（いまいずみいまえもん）の陶芸
家としての人間形成と作品の制作工程を軸に展開する。
色鍋島（いろなべしま）の伝統技法に基づきながら、新しい独自の
色絵磁器を目指して創作する十三代の姿を描く。
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